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要旨 年間 20 万件以上ある人工妊娠中絶術の約 95%は妊娠 12 週未満に実施されてい

る。多くの女性は妊娠判明後短い期間で「産まない」意思決定をし、中絶手術を受けて

いる。しかし、意思決定過程や中絶手術前後において、心理社会的側面への十分な看護

ケアが行われているとは言い難い。医療職者は女性達の複雑で揺れ動く心理を理解して

関わり、女性自身の意思決定を支えるための支援が必要である。 

 

  


